
 

 

利用学習計画書 

 

平成２４年５月１日 

     担 当 第６学年 小堤 智美 

１ ねらい 

縄文時代の自然環境や人々の生活、社会の様子について、身近な遺跡の見学や体験を

通して関心をもち、調べる。 

 

２ 評価 

縄文時代に関心を持ち、人々の生活や社会の様子について進んで調べることができる。 

 

３ 学習活動について 

  ・教 科 社会科『米作りのむらから古墳のくにへ』の発展教材として 

  ・身につけさせたい力 

見学や体験を通して調べたことをまとめたり表現したりする活動によって、人々の生

活や遺跡の意味について考えることができる。 

 

４ 事前指導 

・社会科『米作りが始まる前の時代』・・・縄文時代についての知識を確認しておく。 

・活動内容や見学、体験学習の際のマナーの確認をしておく。 

・縄文の森広場の概要について説明し、関心を持たせる。 

 

５ 当日の指導（活動）内容 

（１）見学学習 

・復元住居・遺構表示等の野外展示及び館内の展示見学を予定。 

・探検シートを利用して自主学習をし、わからないことは見学後にまとめて質

問をする。 

（２）体験学習 

 ・土器作り 

・石器アクセサリー作り 

 

６ 当日の交通手段 市営バス 

 

７ 事後指導 見学・体験してわかったことや感想をまとめる。 

仙台市立根白石小学校 



利用学習報告書 

 

平成２４年７月４日 

担 当 第６学年 小堤 智美 

 

１ 事後指導について 

（１） 実 施 日 

     ・平成２４年５月２１日（月）５校時 

     ・平成２４年５月２４日（木）３校時 

     ・平成２４年６月４日（月）５校時 

 

（２）主な内容 

・社会の授業で探検ノートや体験活動の作品をもとに感想を書き学習を振り返る。 

・社会の授業で各自の課題をもとに学習したことのまとめを作成する。 

 

２ 送付する資料 

（１）児童生徒の学習後の感想（抜粋３点） 

（２）児童生徒の作成資料 まとめ（３枚） 

  

（１）児童の感想（抜粋） 

・環境に配慮し、なんでも食べ、こわれるまで道具を大事に使い、捨てるときはちゃ

んと捨て場に捨てるというこれこそ自然との調和だと思います。とても自然に思

いやりがあり優しい人々だったと思い感動しました。山田上ノ台遺跡に来れてと

てもよかったと思います。また行ければ縄文体験をしてみたいです。ぼくらも自

然をとりもどすために少しずつ eco活動をやりたいです。（縄文人に見習って・・・。） 

 

・縄文人は土器をいろいろな道具にして使い、道具がこわれるまで大事に使っていた。

縄文人は環境を大切にして生活していたのですね。また、縄文人はとてもおしゃれ

だったと思います。まが玉はどうしてあんな形なのか不思議でしたが、動物のきば

をデザインしたと聞いて驚きました。たぶん、たくさん狩りをして勝ったあかしと

してきばの形にしたと思いました。大きなまが玉を持っている人が大きなえものを

取ったんだと思いました。 

 

・縄文の森広場には、３軒のたて穴住居が復元されていました。たて穴住居の床は少し掘って

あり、これは、夏すずしく、冬あたたかくするための工夫だそうです。地面の温度が一年を

通して一定に近くなることを発見した縄文人は頭がいいと思いました。 



（２）児童の作成資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


